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～ 2 0 2 2 年 度 総 合 労 働 協 約 改 訂 交 渉 妥 結 ～ 

今後の主な予定 
 

●ＪＲ連合「ＪＲ連合結成30周年記念 

シンポジウム」 

・日 時：10月6日(木)13:30～ 

・場 所：岡山地本会議室（WEB参加） 
 
●岡山地本「本部との対話集会」 

・日 時：10月22日(土)10：00～ 

・場 所：岡山国際交流センター 
 
●中央本部「冬のボーナス獲得に向けた 

総決起集会」 

・日 時：10月27日(木)13：00～ 

・場 所：岡山地本会議室（WEB参加） 

 

 

 

○
主
な
妥
結
内
容 

短
日
数
勤
務
制
度
の
延
長 

◎
短
日
数
勤
務
制
度
は
小
学
校

３
年
生
の
年
度
末
ま
で
の
子
を

養
育
す
る
場
合
と
な
っ
て
い
た

が
、
小
学
校
６
年
生
の
年
度
末
ま

で
の
子
を
養
育
す
る
場
合
に
２

日
ま
た
は
４
日
が
使
用
可
能
と

な
る
。 

育

児

休

職

の

分

割

取

得 

◎
育
児
休
職
つ
い
て
、
満
１
歳
、

満
２
歳
、
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で

の
各
１
年
間
で
２
回
ず
つ
取
得

可
能
と
な
る
。 

◎
契
約
社
員
の
育
児
休
職
が
満

１
歳
ま
で
２
回
取
得
可
能
と
な

る
。 

 

産
後
パ
ー
ト
ナ
ー
休
暇
の
新
設 

◎
分
べ
ん
休
暇
を
取
得
し
て
い

な
い
社
員
等
が
、
出
生
日
か
出
産

予
定
日
の
早
い
日
か
ら
、
出
生
日

か
出
産
予
定
日
の
遅
い
日
の
８

週
間
後
ま
で
の
間
の
最
大
２
８

日
間
、
分
割
し
て
取
得
で
き
る
無

給
休
暇
が
新
設
と
な
る
。 

育

児

休

職

（

小

学

校

） 

の

取

得

者

の

拡

大 

◎
育
児
休
職
（
小
学
校
）
は
こ
れ

ま
で
女
性
の
み
が
使
用
で
き
た

が
、
男
性
も
取
得
可
能
と
な
る
。 

昇
職
試
験
及
び
進
級
試
験 

の

受

験

者

の

見

直

し 

◎
短
日
数
・
短
時
間
勤
務
適
用
者

や
休
職
中
、
復
職
し
た
者
な
ど
、

上
位
職
と
な
る
資
質
や
優
秀
な

職
務
遂
行
能
力
が
あ
れ
ば
昇
職

試
験
や
進
級
試
験
（
短
縮
）
の
受

岡

山

支

部

定

期

大

会

開

催 

福

山

支

部

定

期

大

会

開

催 

第
２
０
０
期
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ 

制
度
の
拡
充
を
勝
ち
取
る
！ 

中
央
本
部
は
、
７
月
２
０
日
に
「
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関
す
る
要
求
」

を
会
社
に
提
出
し
て
以
降
、
会
社
と
の
交
渉
を
重
ね
、
９
月
２
日
に
育
児

中
の
組
合
員
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
短
日
数
勤
務
制
度
の
「
小
３
の
壁
」

を
「
小
６
」
ま
で
延
長
し
た
こ
と
や
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら
も
働

く
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
し
続
け
ら
れ
る
制
度
の
新
設
な
ど
、
多
く
の

成
果
を
引
き
出
し
、
９
月
２
日
に
妥
結
し
ま
し
た
。 

 

支
部
・
分
会
代
表
者
会
議
開
催 

験
が
可
能
と
な
る
。 

「
不
妊
治
療
支
援
休
職
」
の
新
設 

◎
不
妊
治
療
（
生
殖
補
助
医
療
に

限
る
）
を
受
け
る
た
め
に
１
子
に

つ
き
１
２
ヶ
月
ま
で
休
職
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
拡
大 

◎
電
気
技
術
セ
ン
タ
ー
（
電
気
区

は
除
く
）
に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
が
導
入
と
な
る
。 

契

約

社

員

の

職

務 
乗

車

証

の

交

付 
◎
契
約
社
員
は
こ
れ
ま
で
入
社

後
１
年
間
は
通
勤
定
期
の
交
付

と
な
っ
て
い
た
が
、
１
年
目
か
ら

「
所
属
支
社
線
（
金
沢
エ
リ
ア
・

近
畿
統
括
本
部
エ
リ
ア
・
中
国
統

括
本
部
エ
リ
ア
）
」
の
職
務
乗
車

証
が
交
付
と
な
る
。 

○
岡
山
地
本
は
１
０
月
２
２
日

の
１
０
時
か
ら
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
本
部
と
の
対
話

集
会
」
を
開
催
し
、
中
央
本
部
よ

り
、
要
求
集
約
か
ら
妥
結
に
至
る

ま
で
の
経
緯
及
び
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
す
。
妥

結
内
容
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ

る
方
は
、
対
話
集
会
に
出
席
さ
れ

る
支
部
・
分
会
役
員
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。 

 

 

岡
山
支
部
は
８
月
２
７
日
１
３

時
か
ら
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
第
３
２
回
定
期
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
主
催
を
代
表
し
て
山
根
委

員
長
よ
り
・
安
全
確
立
に
つ
い
て
・

政
策
、
政
治
課
題
に
つ
い
て
・
組
織

課
題
に
つ
い
て
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。 質

疑
応
答
で
は
・
レ
ク
開
催
の
御

礼
に
つ
い
て
・
参
議
院
議
員
選
挙
の

取
組
み
に
つ
い
て
・
コ
ロ
ナ
禍
で
の

分
会
活
動
に
つ
い
て
・
推
薦
議
員
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
・
フ
レ
ッ
ク
ス

制
度
の
拡
大
に
つ
い
て
・
家
族
体
調

不
良
時
の
制
度
に
つ
い
て
・
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
濃
厚
接
触
者
の
復
帰
日

に
つ
い
て
・
混
雑
列
車
緩
和
の
事
務

連
絡
に
つ
い
て
・
シ
ニ
ア
社
員
の
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
な
ど
活
発

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
採
択
で
は
議
事
が
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
新
年
度
の
運

動
方
針
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岡
山
地
本
は
９
月
９
日
に
岡
山

地
本
会
議
室
に
お
い
て
第
１
回
支

部
・
分
会
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
冒
頭
主
催
者
を
代
表
し
て
大

瀧
委
員
長
よ
り
、・
労
働
協
約
改
訂

交
渉
に
つ
い
て
・
冬
季
賞
与
交
渉
に

つ
い
て
・
組
織
課
題
に
つ
い
て
な
ど

の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

 

代
表
者
会
議
で
は
○
労
働
協
約

改
訂
交
渉
の
内
容
に
つ
い
て
○
２

０
２
３
春
闘
に
向
け
た
取
組
み
、

「
賃
金
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

実
施
に
つ
い
て
○
交
運
共
済
の
こ

く
み
ん
共
済
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
経
営

移
転
に
つ
い
て
○
運
動
方
針
の
具

体
化
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
○
業

務
課
題
、
大
会
負
託
事
項
、
職
場
環

境
改
善
要
求
に
つ
い
て
○
組
織
の

充
実
、
強
化
の
取
組
み
、
教
育
・
レ

ク
活
動
に
つ
い
て
○
各
種
共
済
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
○
支
部
・
分
会

定
期
大
会
開
催
、
予
算
編
成
に
つ
い

て
○
支
部
・
分
会
か
ら
の
状
況
報
告

に
つ
い
て
な
ど
の
議
論
を
行
い
ま

し
た
。 

よ
り
・
安
全
確
立
に
つ
い
て
・
組
織

課
題
、
レ
ク
活
動
に
つ
い
て
・
政
治

課
題
、
政
治
学
習
会
に
つ
い
て
・
冬

季
賞
与
に
つ
い
て
の
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。 

質
疑
応
答
で
は
・
政
治
活
動
に
つ

い
て
・
福
塩
線
の
乗
務
員
に
よ
る
介

助
に
つ
い
て
・
通
勤
問
題
に
つ
い

て
・
要
員
問
題
に
つ
い
て
・
Ｎ
Ｓ
研

修
に
つ
い
て
・
獣
害
処
理
に
つ
い
て

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

採
択
で
は
満
場
一
致
で
議
事
が

可
決
さ
れ
、
新
年
度
の
運
動
方
針
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。 

福
山
支
部
は
９
月
１
１
日
１
３

時
か
ら
ホ
テ
ル
１
‐
２
‐
３
福
山

に
お
い
て
第
３
３
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

主
催
を
代
表
し
て
里
永
委
員
長

 

 

 

 

岡
山
地
本
青
年
女
性
委
員
会
は

９
月
２
３
日
に
岡
山
支
部
、
福
山

支
部
青
年
女
性
委
員
会
と
合
同

で
、
交
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
ヤ

ン
グ
コ
ネ
ク
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
本
の
枠
を
越
え
、
中
央
本

部
、
福
岡
地
本
、
広
島
地
本
か
ら

も
参
加
頂
き
、
総
勢
８
３
名
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
倉

敷
・
み
ら
い
公
園
に
集
合
後
、
倉

ヤ

ン
グ
コ
ネ
ク

ト
開
催
！ 

敷
エ
リ
ア
・
岡
山
エ
リ
ア
に
分
か

れ
て
「
謎
解
き
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
班
ご
と
に

メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
て
謎
を
解

く
こ
と
で
、
仲
間
と
の
交
流
を
深

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
も
青
年
女
性
委
員
会
の

最
大
の
役
割
で
あ
る
「
仲
間
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
に
様
々
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
流
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

  
 

中
央
本
部
は
９
月
１
６
日
～
１

７
日
に
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
第
２

０
０
期
「
教
育
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ

ー
ス
」
が
岡
山
県
・
福
渡
の
友
愛

の
丘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
９
５
年
に
第
１
期
ユ
ニ

オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
さ
れ
て
か

ら
、
２
０
０
期
目
の
節
目
と
な
る

研
修
と
し
て
開
催
さ
れ
、
各
地
本

の
組
織
部
長
・
教
育
部
長
な
ど
が

参
加
し
、
労
働
組
合
に
お
け
る
教

育
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
各
地
本
に
よ
る
教

育
活
動
の
取
組
み
の
報
告
や
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
組
合
活
動
に
つ
い
て

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
、
元
教
育
部
長
の
山
口
功
氏
、

角
南
仁
志
氏
（
岡
山
地
本
第
４
代

執
行
委
員
長
）、
里
内
義
次
氏
と
、

富
士
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
花

田
氏
か
ら
、
当
時
の
西
労
組
の
状

況
や
組
織
率
を
踏
ま
え
た
教
育

活
動
に
つ
い
て
の
経
験
談
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
今
後
の

教
育
活
動
に
つ
い
て
決
意
表
明

を
行
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
２
０
０
期
を
記
念
し

て
岡
山
市
の
市
木
「
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
」
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。 

福山支部・里永委員長の代表挨拶 

岡山支部・山根委員長の団結ガンバロー 

 倉敷みらい公園での集合写真 

ユニオンカレッジ・集合写真 


